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Abstract : We proposed the tidal power generation system 

using the doubly fed induction generator. The purpose of this 

study is to construct a speed control model when the stator 

power factor of a DFIG is constant and to examine its 

response. In this paper, we examined the annual generated 

energy when the generator is operated without overloading 

under constant the stator power factor control of a DFIG. 

 

我々は再生可能エネルギーの一種である潮流エネル

ギーを電気エネルギーに変換する潮流発電[1]に着目し

た. 潮流は流速・流向が周期的に変化し, 天候に左右さ

れにくいという特徴があり, 発電電力の予測において

太陽光発電や風力発電と比べて有利である[1]. これま

でに我々は DFIG を用いた可変速運転方式の潮流発電

システムを提案し, DFIG の一次電流を一定とした場合

における MPPT 制御および定格一定制御したときの年

間発電電力量について検討してきた[2]. 

本研究では, 潮流発電システムの DFIG の一次側力

率を一定とした場合における速度制御モデルを構築し,

その応答について検討することを目的としている. 本

稿では速度制御モデルの構築に必要な増速比と発電機

の定格容量を求めるため, DFIG の一次側力率を一定と

した場合, MPPT 制御で運転する潮流発電システムに

おいて発電機が定格範囲内で運転した場合の増速比と

発電機の定格容量の範囲における年間発電電力量につ

いて検討したので報告する. 

Figure1 に DFIG を用いた潮流発電システムの構成を

示す. ただし, 𝑎：増速比, 𝑆𝐵：発電機の定格容量, 𝜔𝑇：

水車回転角速度, 𝑃𝑇𝑜：水車出力, 𝜔𝐺：発電機回転角速

度, 𝑃𝐺𝑖：発電機入力, 𝑃1：一次有効電力, 𝑃2：二次有効

電力, 𝑃3：システムの発電電力である. 

今回，潮流発電システムは DFIG の一次側力率を一

定として MPPT 制御で運転を行う. MPPT 制御は流速

の変化に対し常に最大水車出力となる回転速度に制御

する方法である. 𝑎と𝑆𝐵に対する年間発電電力量𝑊を

求める際に用いる水車および DFIG のパラメータを  

 

Figure 1. Tidal power generation system 

 

Table 1. Specifications of DFIG and water turbine 

 

Table 1 に示し, 𝑊は(1)式で定義する. 

𝑊(𝑎, 𝑆𝐵) = 𝑆𝐵𝑇 ∫ 𝑃3(𝑣)𝑓(𝑣)
𝑣𝑚

𝑣0

𝑑𝑣            (1) 

ここで, 𝑇：年間時間, 𝑣𝑚:年間最大流速, 𝑣0：発電開

始流速, 𝑓(𝑣)：流速の確率密度関数である. 

Figure1 の潮流発電システムの𝑊は(1)式から求めら

れる. しかし, 𝑎と𝑆𝐵の値によっては DFIG の一次電流

Is, 二次電流 Ir, 二次供給電圧 Erが定格範囲内(1pu)に収

まらない可能性があり, これらを保証するため(2)式を

制約条件とする.  

𝑔1(𝑎, 𝑆𝐵) = 𝐼𝑠 − 1 ≤ 0

𝑔2(𝑎, 𝑆𝐵) = 𝐼𝑟 − 1 ≤ 0

𝑔3(𝑎, 𝑆𝐵) = 𝐸𝑟 − 1 ≤ 0

}                                  (2) 

(1), (2)式から, 発電機が定格範囲内で運転した場合の

𝑎と𝑆𝐵の範囲における𝑊を求める. 
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